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令和 4年度 筑紫氏館跡地区の発掘調査について 

 

 

【調査に至る経緯】 

筑紫氏館跡地区の発掘調査は、平成 7・11年度に国庫補助事業として実施しているが、

館南東部一帯は、当時は民有地であったため、トレンチを十分に設定できず 4カ所の調

査にとどまっている。 

その後、平成 29 年度に館南東部を公有化し、雑木の伐採や下草刈等を行い、周辺を

踏査したところ、通路や虎口と思われるような箇所が表面観察できるようになった。 

 

【調査の目的】 

これまで未解明地であった館南東部の遺構状況の把握を行う。令和 4年度と 5年度の

2か年計画で当該地区の調査を行う。 

なお、新たに遺構が検出された場合は、その保存方法も含めて将来の史跡整備に反映

していく。 
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令和 4年度発掘調査地点 

 

令和４年度 筑紫氏館跡地区発掘調査位置図 

令和 5年度発掘調査対象予定地 
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令和４年度 筑紫氏館跡地区発掘調査トレンチ位置図（詳細） 
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石垣 

凡例 

トレンチ：10 箇所 

調査面積：52.7 ㎡ 

３ 

平場② 

平場① 

平場⓷ 

平場④ 



トレンチ

番号

規模

（ｍ）
調査目的 調査所見

資料

頁

Ｔ‐1 7×2

館主要部の虎口Bに東に隣接する重要地点に位置し、現

況で石垣が1～2石露出していることから、石垣の埋没状

況（規模・構築状態）の確認と塁段状の平場（2段）の

性格を解明するため、南北方向に長いトレンチを設定し

調査を行った。

・現地表面約60～90㎝下で、戦

国期と考えられる面を確認

・遺物は瓦、陶磁器、土師器が

出土。
6

Ｔ‐２ 3×2

大きな岩（4石）の間に窪み地があり、トレンチ２から

約20ｍ離れた野面積みの石垣（トレンチ３）に至るまで

クランク状の通路的な様相がうかがえるため、その状況

の把握を行った。

・現地表面約60㎝下で、石敷き

と粘質土を検出。

・遺物は瓦、陶磁器、土師器が

出土。

6

Ｔ‐３ 5×0.5

現況で野面積みの石垣が露出し、視認できる規模は高さ

約1.2m、幅約4mを測る。石垣の西側端部から南に土塁

状が延伸する。石垣下部が流入土の堆積で埋没している

ため、本来の石垣の基底面と石垣の長さを確認するため

調査を行った。

・現地表面約30㎝下で、恐らく

崩壊した石垣の石材が多数検

出。石垣の長さは約5.2ｍ。

・現状の石垣段数は７段か。

・遺物は瓦、土師器等が出土

7

Ｔ‐４ 2×0.7

トレンチ３の野面積みの石垣から東に折れてすぐ北に進

むと、平場②に取りつき易い窪み地が認められたため、

調査を行った。

・現地表面約15㎝下で、多くの

礫と瓦片が数点出土。明確遺構

は確認できなかった。
8

Ｔ‐５ 1.5×４

現況で谷状の窪みとなり平場③からは急傾斜地になって

いる。この谷状の地形が自然崩壊によるものか、人為的

なものかを確認するため調査を行った。

・現地表約40㎝下で礫と瓦片が

検出。地山整形した遺構と確

認。　　　　　　　　　　・遺

物は瓦と土師器が出土。

8

Ｔ‐６
3.5×5

L字状

平場②から北に約15ｍ離れ、今回の調査対象地内では最

も高所（標高約213ｍ）に位置し、館主要部とほぼ同じ

高さにあたる。平成11年度調査では、当該地点の北端部

で瓦が出土している。平場③は面的な広がりあることか

ら、建物等の遺構が残存する可能性があるため調査を

行った。

・現地表約20㎝下で、硬化面

（整地面）を確認。建物に伴う

柱穴や礎石は確認していない。

・遺物は瓦が出土（他地点より

遺物は少ない）

9

Ｔ‐７ 1×2.5

トレンチ5の北約2ｍの地点に設定し調査を行った。トレ

ンチ５より通路と考えられる面が検出されたことから、

その延伸状況を把握するための調査を行った。

・現地表約80㎝下で、扁平石が1

石と瓦片を確認。

・遺物は瓦と土師器が出土。 9

Ｔ‐８ 3×0.5

現地表面で瓦片が多数散布する傾斜地であったため、そ

の状況把握を行った。

・明確な遺構は検出されなかっ

たが、瓦が多数出土。

（コンテナ1箱分）
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令和4年度 筑紫氏館跡地区発掘調査の概要
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Ｔ‐９ 6.5×1

平場④（長軸約9ｍ、短軸約4ｍ）は、筑紫氏が四阿屋神

社から勧請した勝尾神社跡と伝えられ、地表面に瓦が多

数散布していことから、建物等の遺構が認められる可能

性が高いため調査を行った。

・現地表面下約20㎝で、硬化面

を確認。トレンチ内南側の約１

/2で大量の瓦片と少量の陶磁器

片が検出（整地面か）

10

・

11

Ｔ‐10 1×1

トレンチ３で石垣が崩壊した石材により、石垣の基底部

の確認が出来なかったため、トレンチ3の南側約4ｍの地

点にトレンチを設定した。

・現地表面下の約15㎝で、硬化

面を確認。
11

以上が今年度の調査概要であり、現在以下の４点が明らかとなっている。

（１）トレンチ１の石垣の段数は3段で、残存する石垣の高さ約0.8ｍを測る。石垣上部は後世の改変を

受けていると見られ、石垣の石材と思われる礫が石垣下部に散乱している。トレンチ内の北側では現地

表面下約0.6ｍで、やや緩斜面であるが戦国期の面が検出された。トレンチ南側では現地表面下約0.9ｍ

掘り下げたところ、排水路的な様相のものが認められた。

（２）トレンチ2の発掘調査の遺物は少量であったが土師器皿と瓦が出土した。これまで平成7年度と11

年度の館主要部の調査で出土した遺物と同形のものであり、概ね16世紀代であると考えられる。近世以

降の遺物は確認されていない。また、地山面と考えられる粘土層と石敷きが一部認められ、径約60～70

㎝の角が取れた丸い形状の石材が１石検出された。

（３）トレンチ５と７を設定した谷部の地形は、当初は大雨等の流水による崩壊ではないかと考えてい

たが、地山整形の通路遺構として判断をしている。遺物は少量で土師器と瓦が認められ、（２）と同時

期であると考えられる。このことから、館主要部（城主の居館）から勝尾城に至る通路とは別の通路に

なることが判明した。

（４）トレンチ９の平場④は、現況で面的に広い空間地で、伝承で勝尾神社跡といわれている場所であ

る。約20㎝掘り下げで固く締まった整地面を検出したが、トレンチ９の南側半面から大量の瓦片を検出

した。その状況から推測して、整地面を安定させるための補強材的なものとして転用されたのではない

かと思われる。検出した瓦と陶磁器は中世のものと判断されることから、この平場④に中世以降の何ら

かの建物があった可能性が高い。
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１．トレンチ１（東から） 

 

 

２．トレンチ２（南から） 
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               ３．トレンチ３ 調査前（南から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．トレンチ３ 調査中（南から）  
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５．トレンチ４（東から） 

 

 

６．トレンチ５（西から） 
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７．トレンチ６（北から） 

 

 

８．トレンチ７（西から） 
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９．トレンチ８（南から） 

 

 

10．トレンチ 9（北から） 
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11．トレンチ 9（西から） 

 

 

12．トレンチ 10（南から） 
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虎口Ｂ 

土塁 
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切岸 

令和 4年度 筑紫氏館跡地区 想定通路図 

平場① 

平場② 

平場④ 

平場③ 

虎口Ａ 

石垣 
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主館主要部への想定通路 

今回調査で判明した通路 

土塁状 

土塁状

況 


